
じこ取組事例紹介

働き方改革応援レシピ

短時間勤務導入で高齢者層への魅力アップ

・短時間勤務制度を整備するとともに、定年年齢を引き上げる※ことで、高齢者層や子育て世代からの応募が増
加し、人手不足解消につながった。

・作業の区切りを「２時間単位」としたことが、体力や集中力のバランスもよく、従業員全体の成果量、作業精
度も向上した。

冬や夏の時期に応じて業務量の差が大きいため、季節ごとの人員調整を行う必要があった。その対策として短時間
勤務制度に目をつけ、併せて、高齢者層も働きやすい環境整備に取り組んだ。

小売業向け

業種：青果卸売業 従業員数：15名

御社の働き方改革を「働き方改革推進支援センター」は応援します！
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そのほかの事例紹介、働き方改革の活用方法等については、
「愛知県働き方改革推進支援センター（平成30年度実施機関：愛知県社会保険労務士会）」で相談を受け付けています。

■ 本 部：名古屋市熱田区三本松町３－１ ☎０１２０－８６８６０４
hatarakikata@aichi-sr.com

■ 豊橋出張所：豊橋市花田町字石塚４２－１（豊橋商工会議所内） ☎０８００－２００－５２６２
hatarakikatatoyo@aichi-sr.com
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～高齢者雇用に関する工夫～

紫（小）2-ver.1（No.74）

人手不足・社員の定着でお悩みの事業主様！

お困りですね。
夏と冬では業務量が大
きく違うのですね。

季節ごとで業務量に差があるのであれば、短時間の勤務
シフト制度を導入してはどうでしょうか。
業務量に応じた人員の調整も可能ですし、短時間勤務制
度は高齢者や子育て世代にも人気ですよ。

No.74

そうなんだよ。
だから、夏に合わせて人手を増や
すと、冬に人が余るし、逆でも上
手くいかないんだ。

就業規則の変更
経費に助成あり 【65歳超雇用推進助成金】

○65歳超継続雇用促進コース
定年年齢引上げに助成！
助成額 最大160万円

 常時使用労働者数や生産性
要件等により助成率が変化
する等、助成金等には一定
の要件があります。

＜短時間シフト勤務制度導入※＞
○高齢者層は仕事以外の時間を大切にしている人が多い傾向にあ
ることから、最低２時間の勤務を可能とし、始業時刻も希望に
応じ、朝５時から１５時までの選択制とした。

○集中力を維持してもらうため、休憩時間を２時間ごとに１５分
単位で取得できるようにした。

○求人について、高齢者層や主婦の目に留まるよう、新聞の折り
込みチラシを利用した。

助成金を活用し、短時間勤務制度を導入し、また、
休憩時間も見直したところ、高齢者層や子育て世代
を取り込むことに成功し、人手不足が解消しました。

深刻な人手不足だ。特に夏の時
期は青果物の種類が多くなり、
収穫や梱包作業に時間がかかる
から長時間労働になってしまう。

※印部分：「AICHI WISH企業認定制度」
「定年延長★＋短時間勤務制度★＝★★」に該当

https://jsite.mhlw.go.jp/aichi-roudoukyoku/hourei_seido_tetsuzuki/_121796/_120129/_120163.html
https://jsite.mhlw.go.jp/aichi-roudoukyoku/hourei_seido_tetsuzuki/_121796/_120129/_120163.html

